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団体紹介
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事業の背景:子供未来局の課題
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「子育て家庭の孤立を防ぐアウトリーチ型支援」

１，地域には支援を必要としていながら行政の相談窓口や支援制度
に「つながらない・つながりにくい」家庭がある。

２，支援の手が行き届かない孤立した状態にある家庭は、支援情報
の入手や支援を受ける意思表示がうまくできず、児童虐待のような
深刻な状態になってはじめて課題が顕在化することがある。

そのような、孤立する家庭を積極的に見つけ、早い段階で課題を
解決するため、必要な情報と支援を届ける必要がある。



課題の把握と調査

②課題:特に、経済的困窮やひとり親家庭が支援を求められない

・生活状況を知られたくないために支援を受けることに否定的である
・相談窓口や支援制度の情報を入手できない
・支援を受けたいという意思表示がうまくできない
・そもそも支援への関心がない
・身内や地域から孤立している
・時間的な余裕がないために相談窓口へ行くことができない

子どもの貧困対策計画「つなぐ・つながる・仙台子ども応援プラン」
ひとり親家庭等自立促進計画「ひとり親家庭等安心生活プラン」より
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①課題:社会・当事者・支援者それぞれの課題が複合的に重なっている

支援をなかなか求められない理由 TOP５

◆トヨタ財団2017年度 国内助成プログラム
「声なき声」に支援を届ける

ー新たなアウトリーチ展開のための調査ー



◆仙台市子供未来局の計画
◇仙台市子供の貧困対策計画:基本目標
「現に生活困窮状態にある、または将来的に生活困窮に陥りやすい状況にある

家庭の子どもを早期に発見し、地域で継続的に支援する仕組みを構築する」

◇仙台市ひとり親家庭等自立促進計画:施策
「総合的な相談支援と情報提供（公的機関にとどまらない支援のネットワークの構築・強化）」

提案内容:事業設計と目的

＜目的＞

対象家庭の心理的ハードルを下げ、継続的かつ包摂的な事業を行い、孤立する
家庭を防ぐ。

①多様なアウトリーチのモデル事業
②情報発信と相談支援
③早期発見から見守り支える支援

＜事業名＞
「SNS による相談支援と地域の子どもの居場所づくりによる多様なアウトリーチ事業」
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提案内容:事業の全体像
＜SNS による相談支援と地域の子どもの居場所づくりによる多様なアウトリーチ事業＞
①STEP1: 早期発見、早期支援のためのメールや地域連携による多様なアプローチ
②STEP2: 地域や連携機関による支援体制の構築
③STEP3: 小学生からの「地域で見守り支える子どもの居場所」における子育て支援
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＜事業全体図＞
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提案内容:事業目標と効果

目標:対象家庭が当法人と繋がることを目標とする
（１）仙台市からの情報提供によるアウトリーチ
（２）地域や連携先の情報提供によるアウトリーチ
（３）メールによる相談窓口開設の周知
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項目 目標 達成状況

①メールの相談窓口への登録数 310件 737件

②行政からの情報提供によるアウトリーチ件数 10件 405件

③地域や連携先からの情報提供によるアウトリーチ件数 10件 275件

④相談件数（メール・オンライン・対面含む） 72 件 5,286件

⑤居場所に参加した子どもの自己肯定感を含む非認知能力
生活力の向上 前後比較 向上した

⑥本事業で繋がった保護者の精神的負担と課題の軽減 前後比較 軽減した



相談件数の推移と相談内容
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相談の多い順は生活困窮、次に子育て、医療、就労、家庭紛争、住宅となった。



居場所での子どもの非認知能力の向上
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非認知能力の向上の効果測定

10

＜効果測定内容＞
■実施日：2021年4月~2021年9月10日
■対象者：子どものサードプレイスに参加している小学１年~6年生まで17名
■計測者：特定非営利活動法人STORIAスタッフ5名・アドバイザー1名

全児童の非認知能力が上がった
特に一番高かったのが「①思ったこと、いつもやっていることを立ち止まれる（自制心）。」である。次
に高かったのが「③相手が何故そのような気持ちであるか理解することができる（共感性）。」であり、
続いて「②状況に合わせて行動する（協調性）」「⑨相手を助けたり、相手のために何かしようとする。
（社会適正性）」であった。
この結果に至った理由としては、この子どものサードプレイスは自分たちにとって大切な場所であると

認識されているため、異年齢の価値観や考え方を吸収しながら、双方が過ごしやすいようにと自制心や共
感性、そして協調性が育まれたと考える。
また、体験プログラム（非認知能力向上プログラム）においても、自ら「やりたい」と企画したプログラ
ムを良い結果にしたいという思いから意欲や積極性が生まれ、「⑨相手を助けたり、相手のために何かし
ようとする。（社会適正性）」が醸成されたと言える。これらの社会適正性がある人間関係の中で、失敗
を受け止めてくれる場所、失敗を助けてくれる大人や仲間がいるからこそ，失敗を恐れずにいろんな経験
や挑戦へ繋げられている。



提案内容:連携体制

事業を遂行させるための連携について

（１）対象家庭へ案内や送付（QR コードを記載した案内チラシ）
（２）行政や行政機関へ同行支援をする際の担当課・担当者への繋ぎ及び連絡
（３）宮城野区内の町内会および民生委員との地域連携

団体名 連携する理由 想定する連携内容

宮城野区家庭健康課 行政との連携による事業推進 情報交換、相談やつなぎ

宮城野区保護課 行政との連携による事業推進 情報交換、相談やつなぎ

児童相談所 行政との連携による事業推進 情報交換、相談やつなぎ

陸前高砂西区町内会 町内会との事業の協働 対象家庭の情報収集と地域による 見守り支える支援

宮城県子ども食堂ネットワーク 他子ども食堂との連携強化 対象家庭への事業の案内や支援対 象者の情報提供

フードバンク仙台 対象家庭の発見と支援強化 対象家庭への事業の案内や対象者 の情報提供、食糧支援

宮城野区民生委員・児童委員 対象家庭の発見と継続的な支援 対象家庭への事業の案内や支援対 象者の情報提供、連携
支援

宮城野区社会福祉協議会 ボランティア・食糧支援 地区社協の連携や地域の互助活動のサポート

宮城野区内保育所・小学校・児童館 SC,SW 等との連携支援 対象家庭と子どもの情報共有

医療や各専門機関等 専門領域への繋ぎ 専門的知見のアドバイスとリファ ー、連携見守り 11



事業のニーズと成果

12



事業のニーズと成果
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事業のニーズと成果
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提案事業:令和4年度の展開
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相談支援事業は、仙台市5区にて展開



ご清聴ありがとうございました。
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